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あ ん た の 若 松 作 品 コ ン ク ー ル 賞 品 プ レ ゼ ン ト 会 ! ( ^ ^ ) !
令和６年2月23日（金） 於クレカ若松

本年は□桜の開花が遅く、これから満開の見頃を迎えようとしています。
満開の桜を見ると、春本番だ～！という実感がわいてきますよね。
新年度に向けて、多くの方が新鮮な気持ちで毎日を過ごされていることで

しょう。
さて、本年度最後の“若松だより”です。
今回は活動内容と４月に異動となる職員の離任挨拶等を掲載いたしました。

前号では、令和5年11月に“精華幼稚園”の皆さんが当部巡視艇を描いて頂い
たことや「あんたの若松作品コンクール」に応募され、当部において「若松海上
保安部長賞」を選考したこと等についてお知らせさせて頂きました。

２月２３日（金）、若松まつり行事協賛会（会長_近藤観司氏）が主催する“あ
んたの若松作品コンクール賞品プレゼント会”において、受賞された園児の皆さん
達に豪華（?）な商品をプレゼントさせてもらいました。

当庁のマスコット“うみまるくん”も参加したところ、子供達からは大人気、式
典を盛り上げました。
受賞された皆さん、本当におめでとうございました。

若 松 海 上 保 安 部 長 賞 の 三 作 品

鹿 屋 皓 香 さ ん 鈴 木 創 太 さ ん 藤 田 将 仁 さ ん

ス ケ ッ チ の 様 子
令和５年１１月２日（木）

賞 品 を 贈 呈 し て い る 様 子

祝福の拍手を受けて、賞品を受け取っておられます。
おめでとうございました～ !(^^)!

子供に大人気のうみまる君！



令和６年3月28日（木） 海上保安友の会 情報誌 WAKAMATSU

防災・潜水指定船“巡視船やまくに”と合同救難訓練を実施
令和6年2月8日（木）及び9日（金）

“巡視船やまくに”は、大分海上保安部に所属する火災・転覆・沈没など特
殊海難に対応できる“防災・潜水指定船”です。
“やまくに”には、潜水士が乗船していますが、今回、その潜水士指導のもと、
合同訓練を実施、職員の対応能力の向上に努めました。

訓練メニューは、資機材の取扱い、要救助者の搬送及びえい航訓練等、実践的
な訓練ばかり！

緊張の連続でしたが、最後まで意欲的・積極的に取り組みました。
訓練が終わり、若手職員に様子を尋ねたところ、「とても勉強になりました！」

との返事。本当か（?）と突っ込みを入れたくなりましたが、その職員の生き生き
とした“目”に圧倒されて、つい「そうか！頑張ったな！」と労ってしまいま
した。(*^_^*)

これからも皆様の安心・安全のため、事案に備え、訓練等に励んで参ります。

搬 送 訓 練

進 入 法 ・ 救 助 訓 練

え い 航 救 助 訓 練火災船対応座学

え い 航 索 結 着 訓 練

訓 練 開 会 式
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スナQ
カスタム君

うみまる君

“みなと”の魅力を知ってもらおうと北九州市港湾空港局が「みなとの
お勉強会」を企画し、“イオンモール八幡東”において北九州港のＰＲ
活動を行いました。若松海上保安部のほか門司税関、九州海事広報協会
も参加しました。それと当庁の「うみまる君」、税関の「カスタム君」
そして北九州港の「スナＱ」のマスコットキャラクターが勢ぞろい。訪
れた子供達に大人気でした。
ブースではパンレット、海上保安大学校・海上保安学校への入学案内

やパネル等を展示したほか、制服の試着コーナーも設け、業務内容を紹
介しました。
バルーン看板の「うみまる君」も展示したところ、耳目を集めたのか、

たくさんの方が記念撮影に来られました。
海上保安庁の仕事について理解して頂けるようこれからも務めます。

当庁の業務説明

北九州市港湾空港局
によるお勉強会

ブースの展示状況

バルーン看板の“うみまる”

バルーン看板“うみまる”の前で記念撮影

白い制服がとっても
似合っていますね～！

おっ！凛々しいですね。
“敬礼”が上手にできています。
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離 任 挨 拶

令和６年３月２８日（木）海上保安友の会 情報誌 WAKAMATSU

私は令和５年４月に着任しましたが、この度、４月１５日付をもっ
て第八管区（舞鶴）に異動することになりました。
在任中、会員の皆様には、若松海上保安部の活動に興味をもっ

ていただき、また温かく見守っていただきましたこと大変感謝して
います。
新体制になっても、皆様から信頼され応援していただけるような

活動を心掛けることに変わりはありませんので、どうぞ引き続きよ
ろしくお願いいたします。

若松海上保安部長
寺本由紀夫

交通業務を担当している次長の麻生です。
この度、4月15日付で大分海上保安部交通課に異動すること

となりました。若松在職中の２年間は多くの方々にお世話になり
誠にありがとうございました。
来年度は６１歳の定年延長１年目で管理職ではなくなり、交通

課専門官として海難防止啓発活動や航路標識保守業務などを
行います。これまでの経験を活かし一日でも早く戦力になれるよ
う精進いたします。
また、単身赴任を解消し自宅に戻りますが、唯一喜んでくれる

ワンコ１匹とともに心豊かな時間が過ごせることを楽しみにして
います。
後任の新交通次長には十分に引継ぎを行いますので、引き続

きのご指導、ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。

若松海上保安部次長
麻生佳孝

若松は歴史的にも日本の近代化を
様々な面で支えた貴重な地域であるこ
とも勤務している中で知ることができま
した。

一番大きな思い出は、初点灯から１５
０年を迎えた白洲灯台のお祝い行事を
たくさんの方々のご協力のおかげで実
施することができたことでした。

若松を離れることになりますが、この
地で勤務できたことは一生の思い出に
なると思います。
ありがとうございました。

交通課長 古川佐紀子

1年前に着任の挨拶を
させていただきましたが、
この度、七管本部へ異動
となりました。

短い期間でしたがイベ
ント等において、皆様と
関わることができたこと、
洞海湾、響灘のことを

航行安全課長 島田康平

知ることができてうれしく思います。
若松管内は北九州市グリーン成長戦略として洋

上風力施設の設置、西日本で唯一の海洋再生可
能エネルギー発電設備等拠点港湾として風力発
電関連産業の集積などめまぐるしく変化をすると
思いますので、引き続きご支援のほどよろしくお
願いします。

皆様、こんにちは。この度、若
松海上保安部を離任すること
となりました。
２年間、とても充実した時間を
過ごすことができました。
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編集後記 と 離 任 の ご 挨拶
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若松海上保安部次長

鈴木直之

※若松海上保安部ホームページは、随時、更新しています。
今後も、ホームページを通して若松の海に関する様々な情報を発信します。

“朝（あした）に祈り、夕べに感謝”
先月下旬、いつも通り“おはよう！”と管理課職員に声をかけ、次長室に入ろうとしたと

ころ、職員の机の上に御神札を入れる紙袋が置かれてあるのを見つけました。

赤い文字が気になって、良く眺めてみると“朝（あした）に祈り、夕べに感謝”と書かれ

ています。中には古い御神札が入っていました。後日、神社へ納めるとのこと。

奉職して40年、 そのほとんどを警備救難業務に従事して参りました。楽しいこと、苦し

いこと、悲しいこと等、さまざまな経験をさせて頂きました。

その中でも人命が失われる悲惨な海難事故に対応するのは、何度経験しても、とても

辛いものでした。ご遺族の悲しみに思いを馳せると胸が締めつけられる思いです。

昨年、60歳を迎え、人生を振り返る余裕が出てきたようで、出かける時と帰った時に我

が家の“神棚”にお祈りするのが、最近の日課となっています。

出かけるときは、 “今日も一日事故なく、安全な日常がおくれますように。”と呟き、帰

り着いては“今日も一日、恙無く過ごせました。ありがとうございました。”と感謝していま

す。意識してはいませんでしたが、まさに“朝（あした）に祈り、夕べに感謝”を実践中な

のです。!(^^)!

最初の頃は嫁が「急に信心深くなったわね? 」と言わんばかりの怪訝な顔つきでした

が、最近はその日課にも慣れてきたようです。

「神様にしか防げない事故だってあるんだ❢それをお願いしとるんだ❢」
言葉にしてはいませんが、嫁もなんとなく（?）察しているようです。

今後も、海難事故・人身事故がおきない平穏な日が送れるようにお祈りしていきたいと

思います。 (*^_^*)

一年間、“若松海保だより”を読んで頂き、本当にありがとうございました。拙い文章

と編集で面白くないところも多分にあったものと思い、反省しております。

小職は4月に北九州航空基地に異動となります。若松海上保安部

在勤中は、皆様の多大なご理解、ご協力を賜りまして、本当にありがと

うございました。 海上保安友の会の皆様を初め、地域の皆様の今後益々

のご健康とご活躍をお祈りします。どうか、皆様、お元気で。 また、お会いしましょう。


